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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

1.具体的に次のことに取り組みます

①電力・自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②収集運搬車の燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減
③受託廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進
④水資源の節水

⑤廃棄物の削減

⑥取引先への環境配慮の推進

2.関連関係法規制や当社が約束したことを遵守します。

制定日： 2017年10月23日

改定日：

代表取締役社長

環境経営方針

2023年10月30日

これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めます。

　当社では地球温暖化や地下資源の枯渇への対応が需要課題との認識に立
ち,少しでも社会貢献ができればとの思いでエコアクション21活動に取り組
みます。

当社は、地球温暖化や、地下資源の枯渇への対応が人類共通の重要課題との
認識にたち、環境負荷の低減を図るために、一般廃棄物及び産業廃棄物の収
集運搬車両のエコドライブを実施し、省エネとＣＯ2の抑制に取り組むとと
もに資源ごみの分別収集によるリサイクル推進を行います。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

有限会社相互衛生
代表取締役　西村　元秀

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市浪速区元町3丁目3番10号
駐車場 大阪府大阪市浪速区敷津西1丁目11番20号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 総務部 内海精一郎 TEL：06-6641-5375
担当者 総務部 内海精一郎 TEL：06-6641-5375

（４） 事業内容
一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬業

（５） 事業の規模

法人設立 昭和55年5月
資本金
売上高

名 名
㎡ ㎡

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

3ｔパッカー車 台

2ｔダンプカー 台

乗用車 台

合計 台

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 有限会社相互衛生
対象事業所： 本社

駐車場

活動： 一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬業

□事業の紹介
大阪市内の事業系及びマンション・民泊から出る一般廃棄物の収集運搬を主たる事業としている。
大阪府下の産業廃棄物の収集運搬も行っている。

14

4

車種 台数 備　　考

2

1

1

受託した産業廃棄物の処理量
延べ床面積　　　 285 101

本社 駐車場 合計
従業員　　　　　 4 5 9名

386㎡

2023年5月30日

収集運搬量

 産業廃棄物 24

 一般廃棄物 1,694

 古紙

1,732

1000万円
8500万円
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲） 代表者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割・責任・権限

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

代表取締役

環境管理
責任者

環境事務局

EA21推進委員会

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営レポートの確認

・環境経営に関する統括責任

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

部門長

EA21推進委員会

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

2023年5月30日

・環境活動の実績集計

環境管理責任者

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

環境事務局

総務部 営業部 現業部
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容
廃棄物の種類

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

が
れ
き
類

無 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

□廃棄物処理フロー

一般廃棄物 普通ごみ

収集運搬 (可燃ごみ)

有価物
（社外処理）

不適物最終処分
（社外処理）

産業廃棄物 中間処理 不適物最終処分
収集運搬 （社外） （社外処理）

有価物
（社外処理）

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

大阪市 第030099号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

大阪府 第02700046741号 令和4年2月9日 令和9年2月8日

許可有効年月日許可区域 許可番号 許可年月日

積
替
保
管

計量

収
集
時
選
別
積
込

行政引渡し

計量

資
源
ご
み

ビン・缶・PET類

紙類

プラスチック類

計量

計量

計量

環境経営レポート 5



□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン
トン
トン
kg
kg
kg
㎥

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

✕
〇

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
電力による二酸化炭素削減

2016年

2022年

41,809
92%

41,480

4月

161
基準年度比 92%2016年 94% 88%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 45,445 42,718

自動車燃料による二酸
化炭素削減

93%

kg-CO2

43,597 42,264
94% 96%

358

　産業廃棄物排出量 0 0 0
水使用量 94 91 85

（基準年) （目標） （実績） （目標）
評
価

基準値 2022年 2023年

337

93%

2024年

92%

受託最終処分量 0 0 0
廃棄物排出量 36.0 33.0 33.3
　一般廃棄物排出量 36.0 33.0 33.3

二酸化炭素総排出量 41,779 40,567 43,597
2020年

1,437 1,732
0 0 0

2021年 2022年

一般廃棄物の削減
kg 38 36

7月

12061 98
53 72

56
91

140
63 51

53 72

1月

108
95 6861

72 121 79

93%

163

8月 3月2月

140

○

51
91
69

基準年度比

71

㎥ 175

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

※CO2排出係数(2018年関西電力調整数)　0.334 kg-CO2/kWh

目標達成だったが地球温暖化による寒暖差が大きくなってきたの
は間違いないので今後も冷房や暖房を入れる期間が長くなると思
われる。CO2削減に関してはエアコンを省エネタイプに交換するな
どの処置を課題としたい

93%

12月6月5月

数値目標
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）
・不要照明の消灯

49%

〇
○

9月 11月10月

項　目

受託収集運搬量 1,304

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

受託中間処理量

301 333

33

基準年度比 2016年

94% 84%基準年度比

35

330
（目標）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

165 85

2016年
45,086 42,381 43,296 41,930

水道水の削減

2016年 94% 92%

35

0

100

200

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力（kWh） 2016年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2016年

2022年

2016年

2022年

燃費による評価

ガソリン

2021年

2022年

ディーゼル

2021年

2022年 3.8
4.5

8.2
4.4

4月

4月

67
32

4月

2月

3月
0 25
49

44 53 25 33
5319 0

2月

○

×
×

達成状況

1,511 1,531 1,394

28

10月 11月 12月 1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容
今期の目標を達成できなかったがコロナが回復してきてゴミの収
集量や走行距離が伸びたためと思われる。昨年より取り組んでい
る燃費率で削減できているかに重点を置きたいと思います。

1,387
1,520 1,385 1,395

27

ガソリン車
ディーゼル車

1,395

0

1,548
5月 6月
1,244

39

数値目標
・アイドリングストップ
・効率的なルートで配送

5月
24

6月 7月 8月 9月

11.5 8.1 7.2 -
7.3 6.5 6.5

4.5 4.2

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
5.9 16.4

1,492 1,475

19
64 25 25 36

30 30

7月 8月

1,237 1,376
1,517

9月

5月
1.1 4.1 16.8

3.8 4.1 4.0 4.3 4.2

10.0 3.0 7.2

1,425
1,329

1,321
10月 11月 12月 1月

1,451 1,348 1,451 1,264

3月
1,340

1,251

4.4 4.4 4.1 4.2 4.3 4.4 3.9 4.2 4.2 3.9 4.1
3.8 3.8 3.7 4.2

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
○
×

ガソリン車（営業車）は燃費の向上が見られたがディーゼル車に関
しては燃費が悪くなっています。
考えられる要因としてはコロナが収束し、ゴミの排出量が増えた
為、燃費が悪くなったものと思います。
数年にわたって検証しければならないと考えます。

4.0 9.2 9.1 - 6.8 8.815.7

0

20

40

60

80

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

ガソリン（L) 2016年 2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

軽油（L) 2016年 2022年

1.1 
5.9 

16.4 

4.1 

16.8 

10.0 

3.0 
7.2 7.3 6.5 6.5 4.4 

6.9 
11.5 

8.1 7.2 

0.0 

15.7 

4.0 
9.2 9.1 

0.0 

6.8 8.8 8.2 9.5 

0.0

20.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 年平均

ガソリン車 2021年 2022年

3.8 4.1 4.0 4.3 4.2 4.5 4.2 3.8 3.8 3.7 4.2 4.5 4.3 4.4 4.4 4.1 4.2 4.3 4.4 3.9 4.2 4.2 3.9 4.1 3.8 4.2 

0.0

5.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 年平均

軽油車 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

2016年

2022年

水道水の削減
数値目標 目標を達成しているため続けて取り組む

取組紹介欄

2016年

2022年

環境に配慮した収集運搬

□環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
適用

一般廃棄物、産業廃棄物

大阪市一般廃棄物の再資源可能な紙類の焼却場への持ち込み禁止

排気ガス規制
営業用乗用車、運搬車
家庭用エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・衣類乾燥機

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

3
3

4月

小型電子機器28品目

・働き方改革
・企業PRによる顧客獲得

4月

6
15

△
△

廃棄物処理法
大阪市廃棄物の減量推進及び適
正処理に関する条例

自動車Nox・PM法
自動車リサイクル法
家電リサイクル法
小型家電リサイクル法

取組結果とその評価、次年度の取組内容
接触事故があった為安全運転に努める意識と、周りをよく見て余
裕のある運転に努めるよう指導する。
コロナの影響で閉店する飲食店が増えたので新規開店店舗の開
拓を強化する

○

10月 11月 12月

7 8 7

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

16 15
2月
1514

5月 6月
15

9月
15

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容

16
7

34

○

目標達成しているがなお一層気を引き締めて業務に取り組む
・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実施）

・積み残しの削減

13 12 14
7月 8月

3月

課題を解決しチャンスを活かす取組
・技術の継承　(事故ゼロ)

3
3 3 3 3

○
達成状況

○

・作業開始前の車両点検

・車両の清掃

取組結果とその評価、次年度の取組内容

7

達成状況

○

7 7 7
15

3
3

11月 12月 1月5月 6月

3 3 3 3

7月 8月 10月

3

・分別の徹底

2月
4 33 3

・シュレッダー廃紙のリサイクル化
・帳票見直しによる印刷物の削減

9月

達成状況

○
○

8 7 7

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

3
3

数値目標

3

○
○

3

・節水弁取り付け ○

目標を達成しているため続けて取り組む
来期は書類の電子化を進めることによりより一層の削減に努めた
いと思います。

達成状況

〇

1月 3月

0

5

10

15

20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

水道水（㎥） 2016年 2022年

0

2

4

6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物（kg） 2016年 2022年
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□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 車両火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 車両交通事故の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：
代表取締役　西村　元秀

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

　収集量の増加によりCO2削減が難しくなった

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画
ほぼ目標に達しているが取り組む課題は多い

◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

古紙の収集を委託していた会社の都合により古紙の
収集の委託ができなくなったので自社での対応を考え
る

◇その他

【全体評価】
コロナが落ち着いて収集量が元通りに増えた結果、燃料の消費が多くなり燃費も悪くなっています。この辺りをどう解決するかが
今後の課題となっています。

【前回の指示への取組結果】
運転手への注意喚起を行った結果事故ゼロを達成することができた。

　事故が起きた時の対応を手順書に沿って講義し加害者、被害者に係わらず落ち着いて対応できるように確
認した。

2022年10月21日 駐車場

現業部全員

・通報訓練、要救助者対応、安全確保

   近年リチウム電池混入による火災が増えてきているのが、予防策として混入を防止するようにゴミ収集時
に発見に努める努力をする事と火災発生時には手順書を熟読して対応あたるように講義をし受講者全員が理
解した。

現業部全員
2022年10月21日 駐車場

・通報訓練、消火訓練

2023年5月30日

エコな運転に努めるとともに省エネルギー車への転換
も視野に入れる

課題に対して柔軟に取り組む

新たに古紙収集専用車を購入する。

環境経営レポート 9



□これまでの環境活動の紹介

清掃活動 省エネルギー製品への移行

EA21ステッカー表示によるPR活動

□編集後記

　省エネルギー化に対する要望は年々高まっておりCO2削減が叫ばれていますが、ガソリンや軽油を使用しなけれ
ばならないのが現状です。水素ガスやLPG使用の車両も出て来ていますが未だコストやインフラ整備の関係で取り
入れるのが難しいです。その中にあってなんとか取り組めるところは取り組んでいきたいと考えております。
　コロナが収束してきたのは喜ばしいですが収集量が戻ってきたことによりCO2削減という目標に対しては逆効果と
なっています。どうすれば燃料を抑えることができるかが今後の課題となります。
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